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ゆとりと潤いのあるキャンパスの創造を目指して
その素材としての文化財

甲良東小学校の保存をめぐって
旧福岡県立豊津中学校講堂「思永館」
岩手大学農学部旧本館保存活用への取組み
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f¥Jaohi（平成5年度文化庁買上作品）

斉藤典彦／作

さいとう・のりひこ，／＇昭 32年神奈川県生まれ。

54年創画展、 60年蒼粒展など精力的に出品。

個展も多数開催。 63年春季創画展春季展賞、

平成元年創画展創画会賞、山種美術館賞展優

秀裳など受賞も多数。現在は創画会会友。



表 1 重要文化財指定を受けている学校関連施設

所在地 名 称 :1棗数 建設年 指定年月日 所 有 者

北洒道札幌市 日札幌農学校演武場（時計台） : 1様 明治11 S45 06 17 札幌市

北洒道札幌市 北沼道大学震学OO桓物園・博物舘 : 4棟 明治15~44 H01 05 19 文即省（北憑道大学）

北酒遵札帳市 北泥道大学農学部第一震場 : 9棟 り明治10~44 344 08.19 文迅省（北洒這大学）

肯森県弘即市 弘削学院外人宣教蔀舘 : 1棟 明治39 S53 01.21 （学）弘即学院

岩手県盛岡市 岩田大学腰学部日本舘・戸菩番所 : 2棟 大正12 H06 07 12 文郎省（岩手大学）

宮城票登米町 旧登米高等尋常小学校校舎 , 1様 明治21 S56 06 05 登米町

山形票山形市 旧山形師範学校本館 : 1様 明治34 S48 06 02 山形泉 I 
山形県米沢市 I巳米沢高等工業学校本館 : 1裸 明治43 S48 06.02 文圏省（山形大学） I 
福島票郡山市 日福罠票尋常中学校本館 : 1棟 院治22 S5?.06.27 （財）安撲歴史博物館 l 
茨城票水戸市 1日弘道飽 : 3様 天保12 839 05 26 大蔵省、（管）茨城票

茨城票土浦市 旧茨城票旦土湮中学校本館 し1棟 街治37 S51 02 03 茨戚黒

茨城票常陸太田市 1日茨城票立太田中学校講堂 : 1棟 明治37 S51.02.03 茨賊票

干葉票成田市 I巳学習院初等科正堂 : 1棟 朝治32 S48 06.02 干葉票
房総屋上記の丘

千葉瞑山武郡 武家屋敷門 '1棟 文久2～元治元 822 02.26 （学）山脇学圏

東京都港区 慶應義塾＝田演説館 : 1様 明治8 S42 06 15 （学）慶應義塾

東京都港区 慶應義塾函書館 : 1裸 明治44 S44 03 12 （学）慶應義塾

束宗都新宿区 学習院1日正戸月 ; 1棟 明治10 I S48 06 02 （学）学習院

東京都文京区 1日刀0賀唇敷御守殿戸月（赤戸月） : 1慄 文政10頃 S06 12.14 文祁省（東京大学）

栗京都文京区 1日東京医学校本舘 '1様 朝治9 S45 06.17 文祁省（東京大学）

東京都台栗区 旧東京音楽学校奏楽堂 : 1棟 明治23 S63 01 13 台栗区

栗京都江榮区 明治丸 : 1隻 明治 7 S53 05.31 文母省（東京商船大学）

石川果金沢市 IB第四高等中学校本館 : 1様 粗治24 I S44.03 12 文部省、（管）石川県

石川果金沢市 金沢城石川門 : 8慄 天明 8 S10 05.13 文那省（金沢大学）

石川隈金沢市 金沢裁三十閻長屋 '1様 万延元 S32 06.18 文部省（金沢大学）

山梨康甲府市 旧陸沢学校校舎 : 1様 明治8 S42.06 15 甲府市

長野県松本市 旧開智学校校舎 : 1棟 明治9 I S36 03.23 松本市

長野県佐久市 IB中込学校校舎 : 1裸，明治8 344 03.12 佐久市

静岡票松綺町 旧岩科学校校舎 : 1慄 朝治13 S50.06 23 松綺町

愛知県半田市 旧中埜家住宅 '1棟 明治44 S51 02.03 （財）棚華学薗

京都府京都市
同志社 ＇ 

困治17~27 S38 07.01 
（学）同志社(18英学校、神学校及び波理須理科学校） : 5棟 S54 05 21 1 

示都府下奴区 竜谷大学本舘 : 1様 明治12 S39 05 26 （学）竜谷大学

大阪府大阪市 旧緒万洪庵住宅及び壁 '1様 江戸末期 S39 05.26 文郎省（大阪大学）

岡山票備目1JrtJ I巳閑谷学校聖闊 :11棟 貞享元 S13 07 04 池田官政、（管）岡山票

岡山卿菌即市 18閑谷学校（講堂は同宝） : 5様 元禄14～延宝5 s13 01 04 I池田宮政、（管）岡山景

岡山賑備即市 1B閑谷学校石塀 : 1様 冗禄14頃 S13 07 04 池田宮政、（管）岡山票

熊本県熊本市 1日第土画等中学校 : 3様 朗治22 S44 08 19 文部省（熊本大学）

旧中込学校校舎（長野県）
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ゆとりと潤いのある
キ ャンパスの創造を目指して

そ の 索 材 と し て の 文 化 財

文化財保護部建造物課

~
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は
じ
め
に

所
得
水
準
の
向
上

r

余
暇
時
間
の
増
加
、
高
齢
化

の
進
行
に
伴
い
”
生
涯
学
習
“
が
次
の
時
代
へ
の
キ

ー
ワ
ー
ド
と
な
っ
て
い
る
。
自
己
に
適
し
た
手
段
及

び
方
法
で
、
生
涯
を
通
じ
て
興
味
を
探
求
し
て
い
け

る
環
境
。
こ
の
よ
う
な
環
境
の
育
成
を
目
指
す
中
で
、

学
校
に
課
せ
ら
れ
る
期
待
は
大
き
く
、
地
域
の
財
産

と
し
て
有
効
に
活
用
す
る
必
要
性
が
広
く
認
め
ら
れ

て
い
る
。

人
々
の
名
様
な
学
習
活
動
に
対
応
で
き
る
施
設
及

び
設
備
の
充
実
と
同
時
に
、
地
域
の
文
化
拠
点
に
ふ

さ
わ
し
い
キ
ャ
ン
パ
ス
の
創
造
に
目
が
向
け
ら
れ
て

い
る
今
、
文
化
財
と
し
て
の
学
校
施
設
が
担
う
べ
き

役
割
を
問
い
直
し
、
今
後
の
活
用
の
あ
り
方
に
つ
い

て
考
え
て
み
た
い
。

重
要
文
化
財
指
定
を
受
け
だ
学
校
関
違
施
設

平
成
六
年
七
月
十
二
日
、
岩
手
大
学
農
学
部
（
旧

盛
岡
高
等
農
林
学
校
）
旧
本
館
及
び
門
番
所
の
重
要

文
化
財
指
定
が
官
報
告
示
さ
れ
た
。
こ
の
結
果
、
国

立
大
学
が
所
管
す
る
重
要
文
化
財
は
十
一
件
(
=
-
+

二
穂
八
国
立
大
学
）
と
な
る
。
学
校
関
連
施
設
と

し
て
数
え
る
と
三
十
六
件
目
（
七
十
七
棟
）
で
あ
る
。

ま
ず
、
重
要
文
化
財
の
指
定
を
受
け
て
い
る
学
校
関

連
施
設
に
は
ど
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
か
を
見
て
み

よ
う
。
次
の
二
点
か
ら
表
ー
に
ま
と
め
た
。

＊
文
部
省
（
国
立
大
学
の
所
管
）
あ
る
い
は
学
校
法

人
が
有
し
て
い
る
も
の

＊
学
校
施
設
と
し
て
の
歴
史
を
有
す
る
も
の

こ
れ
ら
は
大
別
す
る
と
次
の
三
つ
に
分
け
ら
れ
る
。

①
教
育
制
度
の
発
展
を
示
す
学
校
建
築
の
遺
構
と
し

て
価
値
が
認
め
ら
れ
る
重
要
文
化
財

②
学
校
建
築
と
し
て
の
由
緒
よ
り
は
、
明
治
期
に
建

て
ら
れ
た
洋
風
ス
タ
イ
ル
を
持
つ
建
築
の
遺
構
と

し
て
価
値
が
見
い
だ
さ
れ
る
重
要
文
化
財

③
従
来
学
校
関
連
施
設
と
は
無
関
係
な
重
要
文
化
財

が
、
何
ら
か
の
経
緯
で
学
校
施
設
の
中
に
と
り
こ

ま
れ
た
も
の

①
の
事
例
に
は
、
ま
ず
、
江
戸
時
代
の
教
育
施
設

の
遺
構
と
し
て
残
る
閑
谷
学
校
、
旧
弘
道
館
、
旧
緒

方
洪
庵
住
宅
及
び
塾
が
あ
げ
ら
れ
る
。
前
者
二
つ
は

藩
校
で
あ
り
、
庶
民
教
育
の
場
と
し
て
創
設
さ
れ
た

閑
谷
学
校
は
公
立
学
校
の
さ
き
が
け
と
さ
れ
て
い
る
。

学
制
発
布
（
明
治
万
年
）
に
伴
い
建
築
さ
れ
た
明

治
初
期
の
小
学
校
の
数
少
な
い
遺
構
が
、
旧
陸
沢
学

校
校
舎
（
山
梨
県
）
f
旧
開
智
学
校
校
舎
（
長
野

県
）
、
旧
中
込
学
校
校
舎
（
長
野
県
）
、
旧
岩
科
学
校
校

舎
（
静
岡
県
）
等
で
あ
り
、
こ
れ
ら
は
同
時
に
擬
洋

風
建
築
の
初
期
の
も
の
と
し
て
建
築
的
価
値
が
高
い

と
評
価
さ
れ
て
い
る
。

旧
第
四
高
等
中
学
校
本
館
（
石
川
県
）
、
旧
第
五
高

等
中
学
校
（
熊
本
県
）
は
明
治
十
九
年
公
布
の
中
学

校
令
に
基
づ
く
旧
高
等
中
学
校
の
遺
構
で
、
戦
後
の

学
制
改
革
に
よ
り
、
前
者
は
金
沢
大
学
に
、
後
者
は

熊
本
大
学
に
編
入
さ
れ
た
。
参
考
ま
で
に
、
こ
の
二

校
以
外
の
ナ
ン
バ
ー
高
校
（
通
称
）
が
設
立
さ

れ
た
都
市
は
、
東
京
(
-
高
）
、
仙
台
（
二
高
）
、

京
都
（
三
高
）
、
岡
山
（
六
高
）
、
鹿
児
島
（
七

高
）
、
名
古
屋
（
八
高
）
で
あ
る
。

②
の
事
例
に
は
慶
應
義
塾
三
田
演
説
館
、
慶

應
義
塾
図
書
館
、
同
志
社
大
学
（
旧
英
学
校
、

神
学
校
等
）
、
竜
谷
大
学
本
館
等
が
あ
て
は
ま

る。
③
の
事
例
に
該
当
す
る
も
の
は
旧
加
賀
屋
敷

御
守
殿
門
、
金
沢
城
石
川
門
及
び
三
十
丁
間
長
屋
、

武
家
屋
敷
門
、
中
埜
家
住
宅
、
明
治
丸
等
で
あ

る
。
例
え
ば
旧
加
賀
屋
敷
御
守
殿
門
は
文
政
十

持
襲
＊
＇
又
化
殿
と
し
て
：
学
租
院
駐
ー
1

、



年
（
一
八
二
七
）
加
賀
藩
第
十
三
代
藩
主
前
田
斎
康

が
徳
川
第
十
一
代
将
軍
家
斉
の
第
二
十
一
女
溶
姫
を

妻
に
迎
え
る
た
め
に
建
立
し
た
も
の
で
、
江
戸
時
代

に
お
け
る
諸
候
邸
宅
門
と
し
て
当
時
の
制
度
を
示
す

貴
重
な
遺
構
と
認
め
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
今
日

で
は
む
し
ろ
「
赤
門
」
の
名
で
知
ら
れ
、
安
田
講
堂

と
並
ぶ
東
京
大
学
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
親
し
ま
れ
て

い
る
。
金
沢
城
の
数
少
な
い
遺
構
で
あ
る
石
川
門
及

び
三
十
間
長
屋
も
、
金
沢
大
学
の
み
な
ら
ず
、
金
沢

市
の
シ
ン
ボ
ル
と
な
っ
て
い
る
。
金
沢
城
丸
の
内
は

金
沢
大
学
の
キ
ャ
ン
パ
ス
移
転
に
伴
い
新
し
い
土
地

利
用
計
画
が
す
す
め
ら
れ
て
い
る
が
、
新
た
な
計
画

で
も
こ
の
二
つ
の
文
化
財
は
シ
ン
ボ
ル
性
を
発
揮
し

て
い
く
も
の
と
予
想
さ
れ
る
。

な
お
、
現
存
す
る
最
古
の
教
育
施
設
は
法
隆
寺
学

問
所
（
法
隆
寺
西
院
）
と
い
わ
れ
る
よ
う
に
（
文
献
⑰
）

喜
は
教
喜
骰
と
し
て
の
性
格
を
有
し
て
い
た
。

教
会
も
伝
道
と
共
に
教
育
、
社
会
奉
仕
活
動
を
通

し
て
宗
教
の
普
及
を
行
っ
て
い
く
と
こ
ろ
で
あ
り
、

こ
の
こ
と
を
考
慮
す
れ
ば
、
旧
羅
典
神
学
校
（
長
崎
＇

県
長
崎
市
、
明
治
八
年
、
カ
ト
リ
ッ
ク
長
崎
大
司
教

区
所
有
）
も
学
校
関
連
施
設
に
含
ま
れ
る
の
で
あ
ろ

う
。
し
か
し
宗
教
法
人
の
有
す
る
も
の
は
表
1
か
ら

除
い
て
い
る
。

学
校
建
築
の
活
用
状
況
・

1

ー
地
域
活
性
化
の
取
り
組
み
の
中
で
ー

校
舎
と
し
て
の
役
割
を
終
え
た
学
校
建
築
は
、
現

,
"
直
嘉
彗
闘
賢
忍
；
r
i
，
芦
＂
：

お
こ
し
協
議
会
）
。

た
だ
し
、
こ
こ
で
学
校
施
設
の
転
用
事
例
と
し
て

紹
介
さ
れ
て
い
る
の
は
、
地
域
活
性
化
の
取
り
組
み

に
参
考
に
な
り
そ
う
な
も
の
と
し
て
選
ば
れ
た
二
十

五
件
で
あ
る
た
め
、
学
校
・
保
育
園
八
百
四
十
一
件

全
体
の
傾
向
は
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
。
い
ず
れ

に
し
て
も
、
学
校
施
設
が
持
つ
ま
ち
づ
く
り
の
素
材

と
し
て
の
可
能
性
を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
の
で

あ
る
。学

校
建
築
の
活
用
状
況
・

2

ー
文
化
財
指
定
を
受
け
た
学
校
建
築
の
場
合
ー

次
に
、
建
造
物
課
が
平
成
六
年
三
月
二
十
九
日

＼
五
月
十
六
日
に
行
っ
た
「
文
化
財
建
造
物
（
近
代

建
築
等
）
の
活
用
状
況
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
」
の
結

果
か
ら
、
重
要
文
化
財
の
指
定
を
受
け
て
い
る
学
校

建
築
、
都
道
府
県
あ
る
い
は
市
町
村
か
ら
文
化
財
指

定
を
受
け
て
い
る
学
校
建
築
が
ど
の
よ
う
に
活
用
さ

れ
て
い
る
か
を
眺
め
て
み
よ
う
（
表
2

)

。

こ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
は
、
近
代
建
築
の
活
用
状

況
に
つ
い
て
実
態
を
把
握
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た

も
の
で
あ
り
、
次
の
い
ず
れ
か
に
あ
て
は
ま
る
も
の

を
対
象
に
行
わ
れ
た
。

＊
国
及
び
地
方
公
共
団
体
指
定
の
文
化
財
建
造
物

＊
重
要
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
内
の
伝
統
的
建

造
物
の
う
ち
明
治
以
降
に
建
築
さ
れ
た
建
造
物

（
た
だ
し
民
家
に
つ
い
て
は
公
有
化
さ
れ
て
い
る

も
の
の
み
）

在
、
ど
の
よ
う
に
活
用
さ
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

自
治
省
大
臣
官
房
地
域
政
策
室
で
は
全
市
町
村

（
指
定
都
市
及
び
特
別
区
を
含
む
）
を
対
象
に
、
「
ふ
る

さ
と
資
源
の
転
用
状
況
調
査
」
を
行
っ
た
。
調
査
期

間
は
平
成
元
年
十
一
月
十
四
日
ー
十
二
月
二
十
七
日

で
あ
る
。
こ
こ
で
”
ふ
る
さ
と
資
源
II

と
は
、
か
つ

て
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
・
産
業
等
に
お
い
て
重
要
な
役

割
を
果
た
し
て
い
た
資
源
を
指
し
、
こ
の
調
査
で
二

千
百
十
八
件
の
ふ
る
さ
と
資
源
の
転
用
状
況
が
明
ら

か
に
さ
れ
て
い
る
（
文
献
③
）
。

転
用
前
に
ど
の
よ
う
な
用
途
で
使
わ
れ
て
い
た
の

か
を
見
る
と
、
公
共
的
施
設
（
庁
舎
等
、
文
教
施
設
、

交
通
施
設
）
で
あ
っ
た
も
の
が
一
千
二
百
四
十
八
件だ＇＞ てれさ用使てしと舎校の校学裁洋園学華桐

‘
,
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各
雙
欝
県
の
文
化
財
担
当
者
に
ア
ン
ケ
ー
ト
用

紙
の
と
り
ま
と
め
を
依
頼
し
、
一
県
を
除
く
四
十
六

懇
欝
県
か
ら
回
答
を
得
た
。

重
要
文
化
財
九
十
二
件
、
都
道
府
県
指
定
百
二
十

七
件
、
市
町
村
指
定
二
百
十
件
、
そ
の
他
伝
統
的
建

造
物
、
京
都
市
登
録
文
化
財
等
数
十
件
の
活
用
状
況

が
寄
せ
ら
れ
た
中
に
は
、
学
校
施
設
が
六
十
五
件
含

ま
れ
、
そ
の
内
訳
は
重
要
文
化
財
十
七
件
、
都
道
府

県
指
定
十
九
件
、
市
町
村
指
定
二
十
九
件
で
あ
る
。

以
下
、
こ
の
六
十
五
件
の
回
答
内
容
か
ら
文
化
財
の

指
定
を
受
け
て
い
る
学
校
施
設
の
活
用
の
実
情
を
捉

え
、
今
後
の
整
備
課
題
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

六
十
五
件
を
所
有
者
で
区
分
す
る
と
、
国
有
が
四

件
、
地
方
公
共
団
体
有
四
十
七
件
、
学
校
法
人
、
財

団
法
人
等
法
人
が
有
し
て
い
る
も
の
十
一
件
、
個
人

有
二
件
、
そ
の
他
一
件
（
住
民
会
）
と
な
り
、
約
七

割
が
地
方
公
共
団
体
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
先
に

繋
し
た
「
ふ
る
さ
と
資
源
の
転
用
状
況
調
査
」
に

お
い
て
も
調
査
対
象
二
千
百
十
八
件
中
、
地
方
公
共

団
体
を
事
業
主
体
と
し
た
も
の
が
一
千
五
百
七
十
三

件
（
七
四
・
三
％
）
で
あ
っ
た
と
い
う
結
果
が
で
て

お
り
、
歴
史
的
建
造
物
の
活
用
、
転
用
に
あ
た
っ
て
、

わ
が
国
で
は
地
方
公
共
団
体
の
果
た
す
役
割
が
大
き

い
こ
と
が
わ
か
る
。

六
十
五
件
の
学
校
施
設
の
う
ち
、
大
部
分
が
建
物

の
公
開
、
資
料
展
示
施
設
に
使
わ
れ
て
い
る
こ
と
も
、

所
有
者
、
事
業
者
が
公
的
組
織
で
あ
る
こ
と
と
関
連

ー
J
 

（
五
八
・
九
％
）
、
生
活
関
連
施
設
（
住
居
、
生
活
基
盤

施
設
）
四
百
七
士
二
件
（
ニ
ニ
・
三
％
）
、
産
業
・
観

光
施
設
（
産
業
施
設
、
観
光
・
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

施
設
）
二
百
七
十
二
件
(
―
ニ
・
八
％
）
、
名
所
・
旧

跡
・
自
然
物
（
城
、
神
社
仏
閣
、
河
川
敷
、
た
め
池

等
）
百
二
十
五
件
（
五
・
九
％
）
と
な
っ
て
お
り
、

臀
数
の
約
六
割
を
占
め
る
公
共
的
施
設
の
中
で
も
、

学
校
・
保
育
園
は
八
百
四
十
一
件
（
三
九
・
七
％
）

と

群

を

抜

い

て

多

い

。

し

転
用
後
の
用
途
を
眺
め
る
と
、
か
つ
て
の
小
学
校
、

中
学
校
、
高
等
学
校
等
の
校
舎
が
、
交
流
施
設
、
研

修
施
設
、
宿
泊
施
設
（
山
荘
、
保
養
所
、
林
間
学
校

用
の
寮
、
簡
易
宿
、
施
設
等
）
、
工
場
、
き
の
こ
栽
培

施
設
等
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

例
え
ば
、
岡
山
県
美
星
町
で
は
昭
和
六
十
一
年
三

月
に
廃
校
と
な
っ
た
県
立
矢
掛
高
等
学
校
美
星
分
校

を
（
岡
山
県
か
ら
美
星
町
に
譲
渡
）
、
昭
和
六
十
二
年

一
月
よ
り
星
の
郷
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
と
し
て
研
修
、

交
流
に
活
用
し
て
い
る
。
光
害
防
止
条
例
の
制
定
（
平

成
元
年
）
、
星
を
テ
ー
マ
に
し
た
イ
ベ
ン
ト
の
実
施
と

と
も
に
、
美
し
い
星
空
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
し
た
ま
ち

づ
く
り
の
一
環
と
し
て
旧
高
校
校
舎
の
活
用
が
位
置

づ
け
ら
れ
て
い
る
点
に
特
徴
が
あ
る
。

ま
た
、
福
岡
県
甘
木
市
で
は
旧
高
木
中
学
校
校
舎

を
高
木
む
ら
お
こ
し
婦
人
部
農
産
加
工
場
「
工
房
B

A
N
B
A」
と
し
、
農
産
加
工
物
製
造
及
び
木
製
品

加
工
工
場
に
用
い
て
い
る
（
事
業
主
体
は
高
木
む
ら

し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
今
な
お
教
育
施
設
と
し
て

学
校
生
活
の
中
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
も
の
は
五

件
に
と
ど
ま
り
、
い
ず
れ
も
学
校
法
人
が
所
有
す
る

も
の
で
あ
っ
た
。
企
業
の
所
有
す
る
旧
長
野
師
範
学

校
教
師
館
は
社
員
の
福
利
厚
生
施
設
と
し
て
活
用
さ

れ
て
お
り
、
個
人
有
の
元
岩
井
小
学
校
校
舎
は
工
場

と
な
っ
て
い
る
。

転
用
用
途
が
多
様
で
あ
る
こ
と
は
、
必
ず
し
も
目

指
す
べ
き
方
向
で
は
な
い
。
校
舎
に
対
す
る
O
B
.

O
G
か
ら
の
保
存
要
望
が
強
い
こ
と
を
考
慮
す
れ
ば
、

学
校
と
関
連
す
る
施
設
と
し
て
活
用
さ
れ
る
こ
と
が

望
ま
し
く
、
資
料
館
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
る
も
の

を
、
十
分
に
活
か
し
て
い
く
に
は
ど
う
し
た
ら
よ
い

か
を
検
討
し
て
い
く
必
要
が
あ
ろ
う
。
「
歴
史
資
料
室

で
は
あ
る
が
、
展
示
・
公
開
は
し
て
お
ら
ず
物
置
状

態
で
あ
る
」
と
い
っ
た
も
の
も
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

ア
ン
ケ
ー
ト
の
回
答
を
み
る
と
、
活
用
を
消
極
的
に

す
る
主
要
因
と
し
て
次
の
二
点
が
抽
出
で
き
た
。

①
管
理
体
制
の
不
十
分

常
駐
す
る
管
理
人
が
い
な
い
、
あ
る
い
は
一
人
な

い
し
二
人
で
あ
る
と
い
う
状
況
が
目
立
ち
、
こ
の
よ

う
な
場
合
、
次
の
よ
う
な
問
題
が
生
じ
る
こ
と
に
な

る。＊
公
開
日
が
限
定
さ
れ
る

＊
建
造
物
内
部
の
公
開
を
行
う
こ
と
が
で
き
な
い

＊
来
訪
者
に
十
分
な
説
明
を
行
う
こ
と
が
で
き
な
い

ま
た
、
学
芸
員
、
専
門
職
員
を
お
け
な
い
こ
と
に

・
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よ
り
、
企
画
展
、
特
別
展
あ
る
い
は
イ
ベ
ン
ト
（
展

覧
会
、
コ
ン
サ
ー
ト
、
体
験
学
習
教
室
等
）
の
開
催

な
ど
が
行
え
ず
、
静
的
な
活
用
に
お
ち
い
り
や
す
い

傾
向
が
う
か
が
え
る
。

②
設
備
整
備
の
不
十
分

設
備
整
備
が
不
十
分
な
こ
と
に
よ
り
、
内
部
空
間

の
快
適
な
使
用
が
妨
げ
ら
れ
て
い
る
。
と
り
わ
け
空

調
設
備
（
冷
房
、
暖
房
）
、
照
明
設
備
が
充
実
し
て
い

な
い
こ
と
へ
の
指
摘
が
多
い
。
こ
の
背
景
に
は
財
政

的
な
問
題
以
外
に
、
「
文
化
財
で
あ
る
か
ら
と
り
つ
け

ら
れ
な
い
」
と
い
う
意
識
が
う
か
が
え
、
使
用
者
も

「
文
化
財
を
使
用
す
る
上
で
の
必
然
的
忍
耐
L

と
納

得
し
て
使
用
し
て
い
る
不
思
議
な
状
況
が
み
ら
れ
る

の
で
あ
る
。

学
校
建
築
以
外
の
例
に
な
る
が
、
実
際
に
は
、
豊

平
館
（
札
幌
市
、
総
合
結
婚
式
場
及
び
各
種
集
会
場

と
し
て
利
用
）
、
旧
旭
川
偕
行
社
（
旭
川
市
、
こ
れ
ま

で
郷
土
資
料
館
で
あ
っ
た
が
、
平
成
六
年
六
月
よ
り

彫
刻
美
術
館
と
し
て
オ
ー
プ
ン
）
、
旧
神
戸
居
留
地
十

五
番
館
（
神
戸
市
、
レ
ス
ト
ラ
ン
）
、
旧
日
本
生
命
保

険
株
式
会
社
九
州
支
店
（
福
岡
市
、
市
民
サ
ロ
ン
）

等
、
外
観
及
び
内
装
を
損
な
わ
な
い
よ
う
配
慮
し
、

冷
房
あ
る
い
は
暖
房
を
設
置
し
て
い
る
重
要
文
化
財

の
数
は
近
年
増
え
つ
つ
あ
る
。
学
校
建
築
の
よ
う
に

日
常
生
活
の
中
で
親
し
ま
れ
て
き
た
文
化
財
に
あ
っ

て
は
、
国
民
が
気
持
ち
よ
く
使
用
で
き
る
よ
う
、
知

恵
を
絞
っ
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
ろ
う
。
ア
ン
ケ

ー
ト
の
回
答
で
は
、
高
齢
者
、
身
体
障
害
者
が
利
用

し
や
す
い
よ
う
工
夫
を
図
る
べ
き
と
す
る
声
も
大
き

か
っ
た
。

そ
の
他
、
学
校
施
設
を
資
料
展
示
施
設
と
し
て
活

用
す
る
に
あ
た
っ
て
、
問
題
点
、
今
後
の
整
備
課
題

と
し
て
と
り
あ
げ
ら
れ
て
い
る
事
項
は
次
の
よ
う
な

も
の
で
あ
る
。

＊
駐
車
場
の
設
置

＊
周
辺
の
環
境
整
備

＊
来
訪
者
の
気
づ
き
難
い
位
置
に
あ
る

＊
市
街
地
か
ら
離
れ
、
バ
ス
の
運
行
回
数
も
少
な
い

の
で
不
便
と
い
う
声
茄
あ
る

＊
入
館
す
る
と
興
味
を
持
っ
て
も
ら
え
る
が
、
存
在

を
知
ら
な
い
と
い
う
人
も
多
い

周
辺
環
境
整
備
、

P
R
の
他
、
地
域
的
な
視
野
で

の
文
化
財
の
位
置
づ
け
が
求
め
ら
れ
る
中
で
、
「
米
沢

市
企
画
の
叫
地
域
め
ぐ
り
“
に
当
重
要
文
化
財
（
旧

米
沢
高
等
工
業
学
校
本
館
）
も
見
学
コ
ー
ス
に
入
っ

て
い
る
」
（
山
形
環
米
沢
市
）
「
区
指
定
文
化
財
（
高
千

穂
学
園
武
道
場
）
の
た
め
”
す
ぎ
な
み
の
散
歩
道
“

ゃ
立
督
並
区
史
跡
散
歩
地
図
“
に
掲
載
し
P
R
に
努

め
て
い
る
」
（
東
京
都
杉
並
区
）
と
い
っ
た
取
り
組
み

を
見
る
こ
と
も
で
き
る
。

ソ
フ
ト
の
ア
イ
デ
ィ
ア
が
活
用
の
幅
を
大
き
く
広

げ
る
可
能
性
を
持
っ
て
お
り
、
そ
れ
を
実
現
す
る
た

め
に
は
、
地
方
公
共
団
体
と
学
校
側
の
協
力
体
制
を

整
え
る
こ
と
が
不
可
欠
と
い
え
よ
う
。

活
用
に
向
け
て

ー
国
立
大
学
の
新
だ
な
取
り
組
み
ー

学
校
建
築
の
「
活
用
」
と
い
っ
て
も
、
建
物
の
保

全
環
境
の
整
備
と
い
っ
た
技
術
的
な
問
題
か
ら
管

理
。
運
営
上
の
問
題
ま
で
、
必
ず
し
も
容
易
な
こ
と

で
は
な
い
。
し
か
し
、
こ
う
し
た
中
で
国
立
大
学
の

一
部
で
は
、
歴
史
的
な
学
校
施
設
の
活
用
に
向
け
た

新
た
な
取
り
組
み
が
行
わ
れ
て
い
る
。
岩
手
大
学
農

学
部
旧
本
館
及
び
門
番
所
、
熊
本
大
学
工
学
部
旧
機

械
実
習
工
場
な
ど
が
そ
の
例
で
あ
る
。

岩
手
大
学
農
学
部
旧
本
館
は
、
現
在
の
大
学
本
部

が
竣
工
し
た
際
（
昭
和
四
十
八
年
）
、
大
学
関
係
者
が

保
存
を
求
め
る
運
動
を
起
こ
し
、
取
り
壊
し
を
免
れ

た
経
緯
を
持
つ
。
昭
和
五
十
二
年
の
修
復
以
降
は
農

学
部
付
属
農
業
教
育
資
料
館
と
し
て
用
い
ら
れ
て
き

た
。
盛
岡
高
等
農
林
学
校
時
代
に
宮
澤
賢
治
が
在
籍

し
て
い
た
こ
と
で
も
知
ら
れ
て
お
り
、
現
在
行
わ
れ

て
い
る
修
理
を
十
月
ま
で
に
完
了
し
た
後
は
、
腎
治

表 2 学校施設の活用例。文化財建造物（近代建築等）の活用状況アンケート調査より

年間利 汚用状況

用者数 ①状況、②問題点、R利用者の声、◎今後の計画／他

15000 ①当該校舎の建築に関係可る文編の他、明治特代を中心に使角されていだ教科雹等を展示。

昭和時代に使用さねていだ机、樽子、オルガンなども設置。

⑫管理人をおいて管理、公開しているが、人手が足りないため、校含内部の展示替えが定

期的に行えない。

◎設硼ガ古いだめ塞い等の苦溝がよく蘭かれる。

＠ボランティア等による校舎の案内など汚用の推進を園りだい。

①茨城票立歴史舘の敷地内1こ格築されているだめ、来舘者の多くが興0末を持つて見学して

いる。

グランにピアノや教科芭等の嚢料展示ガある。

R数少ない冽なので好評である。

＠展示の充実を図りだい。

①社会教育施設として市民に開放。

18制高等学校記念舘を併投。

＠大正9年建殷の木：展造こ示細の佗；；、で塁あ院年り、言で少特しこ冽ず艇つこを邸企り面細でしく・さ、るれ翌だて北めお抑、~りlコ 田三足ヰ可補るe箋t和季1のガ展繹示をとしなてる活。＇ 
⑮校舎と公園（松

して多くの人々

5000 ①歴史民俗資料の展示 、

用している。

歴史民俗資料1こ闘昧をもつ人だちの憩いの場としても汚雨されている。

②莫大な歴史民俗資料の整理と保存にあわれていて活同ガ十分ではない。

R冷暖房殷備がないだめ、夏や各は苦情ガ闘かれる。

＠体験学習の場をつくる等これまで以上の活用を巨指可。

開明学校 県 筵 9500 ①教育資総賠として約6000点の教育資料を展示、収蔵。

②管理人をあいて管理、公開しているガ、人手が足りないだめに十分な活用に至らさ、施

殷維持で手一杯。

⑮設備が古いだめ寒い。附醸設筒の不儲（手洗い等）。

＠学香教材として汚用できるよう資料の研究、整理。

愛媛累宇和町 旧開智学校（姉妹舘提携、長野景）との交流強化。

水元小学校 区 区 有 6000 ①区内の小学校3年生ガ「区内めぐり_jで利用。教育資料館運営委員会を殷け、資料整備

1B校舎 とその活用等について検討するとともに、運営にあたっている。

口
日常の来館者への説明、資料の整理等、管理運営については非常勤3名ガあ尼つている。

三
警匿、清掃等の保守管理については民間業者へ委託。

Rイベンド等を行うにはスペース的に無理な状況。

R区内のみならざ、区外むけにも積梃的なPRを。

④見学から体験学習芍る資料舘へ。

I 地域的、全区的に活用を図るだめのPRガ助要。

切さを唱えだい。

一

~
じ
ニ

芸
畠
喩
ヌ
“IL殿
史

と

し

、

ア

斤

二

1
そ
炊
屁
翫
a

，
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の
資
料
コ
ー
ナ
ー
を
新
設
す
る
な
ど
、
市
民
に
広
く

公
開
し
て
い
く
こ
と
を
目
指
し
て
い
る
。
重
要
文
化

財
の
指
定
が
決
定
し
た
こ
と
は
先
述
の
通
り
で
あ
る

が
、
こ
こ
に
は
「
明
治
期
に
設
置
さ
れ
た
国
立
専
門

学
校
の
中
心
施
設
と
し
て
残
る
数
少
な
い
遺
構
」
「
我

が
国
の
学
校
建
築
の
歴
史
を
知
る
上
で
の
貴
重
な
建

物
」
と
い
う
建
築
的
価
値
の
顕
彰
に
と
ど
ま
ら
ず
、

良
好
な
保
存
状
態
を
維
持
し
、
そ
れ
を
広
く
公
共
の

た
め
に
活
用
し
よ
う
と
す
る
大
学
の
努
力
炉
言
わ
ず

と
も
評
価
に
含
ま
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

熊
本
大
学
も
か
つ
て
の
工
学
部
中
央
工
場
（
旧
熊

本
高
等
工
業
高
校
幾
咸
実
習
工
場
）
を
工
学
研
究
資

料
誼
と
し
て
保
存
。
活
用
す
べ
く
取
り
組
ん
で
い
る
。

ま
食
奈
良
女
子
大
学
の
事
例
も
顕
著
で
あ
る
。

文
部
省
文
教
施
設
部
で
は
、
現
在
、
資
料
館
、
記

念
館
と
し
て
使
用
す
る
国
立
大
学
内
の
歴
史
的
建
造

物
の
修
復
を
図
っ
て
お
り
、
こ
の
う
ち
数
件
に
つ
い

て
、
建
造
物
課
が
技
術
的
協
力
を
行
っ
て
い
る
。
そ

の
一
っ
が
奈
艮
女
子
大
学
記
念
館
（
以
下
、
記
念
館
）

の
改
修
工
事
で
あ
る
。

奈
良
女
子
大
学
は
奈
良
女
子
高
等
師
範
学
校
を
前

身
と
す
る
。
明
治
四
十
一
年
の
開
学
以
来
、
そ
の
歩

み
を
見
つ
め
、
創
立
当
時
の
様
子
を
伝
え
る
建
物
も
、

今
で
は
記
念
館
の
み
と
な
っ
た
。
一
階
に
学
長
室
、

局
長
室
、
各
事
務
局
等
を
配
し
、
二
階
に
は
各
種
記

念
行
事
を
行
う
講
堂
（
現
在
は
集
会
室
と
改
称
）
が

設
け
ら
れ
て
い
た
記
念
館
は
、
そ
の
位
置
、
機
能
と

等
教
育
教
材
・
遺
物
に
関
す
る
調
査
・
研
究
」
が
と

り
あ
げ
ら
れ
、
『
奈
良
女
子
大
学
所
蔵
教
材
。
標
本
目

録
』
（
平
成
三
年
度
）
、
『
奈
良
女
子
大
学
所
蔵
教
材
・

図
録
目
録
』
（
平
成
四
年
度
）
が
刊
行
さ
れ
た
。
記
念

館
の
保
存
・
活
用
を
含
め
て
、
文
化
セ
ン
タ
ー
の
機

能
を
備
え
た
「
研
究
教
育
セ
ン
タ
ー
」
創
設
の
構
想

ま
で
打
ち
立
て
ら
れ
て
い
る
。

記
念
館
の
保
存
、
一
時
的
公
開
及
び
改
修
、
そ
し

て
所
有
す
る
史
料
の
整
理
及
び
公
開
と
い
う
作
業
を

通
し
て
、
奈
良
女
子
大
学
は
地
域
に
お
け
る
大
学
の

存
在
、
わ
が
国
の
教
育
制
度
の
発
展
に
お
け
る
大
学

の
存
在
を
再
認
識
し
て
い
っ
た
。
情
報
の
発
信
先
も

~
 

r
~
じ
ロ

も
に
大
学
の
中
心
を
占
め
る
も
の
で
あ
っ
た
。
設
計

は
当
時
の
文
部
技
師
山
本
治
兵
衛
に
よ
る
も
の
で
、

明
治
四
十
二
年
の
竣
工
以
来
、
改
変
さ
れ
た
箇
所
は

ほ
と
ん
ど
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
一
九
八

0
年
以
降
、

老
朽
化
に
よ
り
退
役
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
学
園
祭
期

間
中
の
公
開
に
と
ど
ま
る
に
至
っ
た
。
奈
良
女
子
大

学
で
は
大
学
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
、
ま
た
女
子
教
育

の
歴
史
を
語
り
伝
え
る
も
の
と
し
て
、
記
念
館
の
保

存
。
活
用
に
全
学
を
あ
げ
て
取
り
組
ん
で
い
る
。

記
念
館
の
改
修
工
事
（
現
在
、
工
事
途
中
）
で
は

屋
根
の
補
修
、
外
壁
の
補
修
、
構
造
の
強
化
の
他
、

ア
ル
ミ
サ
ッ
シ
の
取
り
付
け
、
冷
暖
房
の
設
置
、
照

明
施
設
の
補
充
等
、
デ
ザ
イ
ン
に
配
慮
し
、
文
化
財

と
し
て
の
価
値
を
損
な
わ
な
い
よ
う
細
心
の
注
意
を

払
っ
て
活
用
に
必
要
な
設
備
を
導
入
し
た
こ
と
に
特

徴
が
あ
る
。
根
太
の
間
隔
が
荒
く
（
お
お
よ
そ
半
間

ご
と
）
床
が
き
し
む
点
で
評
判
が
悪
か
っ
た
二
階
の

集
会
室
は
、
既
存
根
太
二
本
ご
と
に
一
本
の
根
太
を

割
り
こ
ま
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
き
し
み
音
と
踏
み

心
地
の
悪
さ
が
改
善
さ
れ
た
。
ま
た

r

床
暖
房
も
配

さ
れ
た
。
全
体
と
し
て
、
古
材
は
で
き
る
限
り
再
用

し
、
材
料
を
取
り
替
え
る
場
合
に
も
形
式
、
エ
法
は

踏
襲
し
て
い
る
。

単
に
施
設
の
整
備
を
行
う
だ
け
で
は
な
く
、
資
料

展
示
施
設
生
涯
学
習
教
室
等
と
し
て
の
活
用
方
法

が
施
設
整
備
に
並
行
し
て
（
む
し
ろ
先
行
し
て
）
検
討

さ
れ
て
い
る
点
に
も
注
目
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

大
学
関
係
者
か
ら
市
民
へ
、
そ
し
て
奈
良
を
訪
れ
る

す
べ
て
の
人
へ
と
広
が
っ
て
い
る
。

奈
艮
女
子
大
学
の
取
り
組
み
は
、
先
述
し
た
建
造

物
課
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
抽
出
さ
れ
た
様
々
な
問
題
点

の
総
合
屏
を
示
す
一
っ
と
し
て
期
待
で
き
よ
う
。
そ

こ
に
は
公
的
な
資
金
援
助
と
技
術
援
助
が
あ
り
、
何

よ
り
も
所
有
者
（
管
理
者
）
の
時
間
を
か
け
た
努
力

が
あ
る
。

文
化
財
と
し
て
の
学
校
建
築

「
文
化
財
と
し
て
の
学
校
建
築
」
、
そ
れ
は
地
域
に

貢
献
し
、
わ
が
国
を
支
え
る
人
材
の
創
出
に
貢
献
し

た
学
校
の
威
信
、
誇
り
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
場
あ

た
り
的
に
資
料
館
、
記
念
館
と
し
て
利
用
す
る
の
で

は
な
く
、
そ
こ
に
残
さ
れ
た
校
舎
、
そ
し
て
学
校
が

所
有
す
る
歴
史
的
な
資
料
を
通
し
、
も
う
一
度
学
校

の
存
在
を
足
元
か
ら
見
つ
め
な
お
し
て
い
た
だ
き
た

い
。
ゆ
と
り
と
潤
い
の
あ
る
キ
ャ
ン
パ
ス
の
創
造
と

は
物
理
的
な
施
設
の
充
実
か
ら
の
み
実
現
す
る
の
で

は
な
く
、
ま
た
、
そ
こ
で
学
ぶ
学
生
の
た
め
だ
け
に

な
さ
れ
る
の
で
は
な
い
こ
と
を
、
校
舎
や
資
料
は
メ

ッ
セ
ー
ジ
と
し
て
発
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

建
造
物
課
は
、
今
後
と
も
国
立
大
学
と
の
連
携
の

下
に
技
術
的
協
力
を
行
い
、
大
学
の
有
す
る
歴
史
的

建
造
物
の
保
存
・
活
用
に
尽
力
を
惜
し
ま
ぬ
も
の
で

あ
る
。
ま
た
、
国
立
大
学
の
所
管
す
る
学
校
施
設
に

と
ど
ま
ら
ず
、
わ
が
国
の
教
育
制
度
の
発
展
を
示
す

建
造
物
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ら
が
人
々
の
文
化
的
生

記
念
館
の
保
存
及
び
管
理
。
運
営
に
関
し
て
は
記

念
館
運
営
委
員
会
を
設
け
て
こ
れ
あ
た
り
、
そ
の
構

成
は
記
念
館
長
（
附
属
図
書
館
長
）
、
事
務
局
長
、
学

生
部
長
、
各
学
部
の
教
官
（
講
師
以
上
）
各
二
名
か

ら
な
っ
て
い
る
。
昭
和
四
十
八
年
に
は
す
で
に
記
念

資
料
館
（
仮
称
）
設
立
準
備
委
員
会
要
項
が
施
行
さ

れ
て
い
た
。
「
記
念
館
」
と
い
う
名
称
は
平
成
二
年
四

月
に
評
議
会
で
決
定
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
同
年
よ

り
学
園
祭
の
期
間
中
（
＋
月
三
十
一
日
＼
十
一
月
三

日
）
の
み
記
念
館
が
公
開
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

こ
れ
が
好
評
を
得
る
と
共
に
、
平
成
五
年
に
は
記
念

館
を
会
場
に
、
同
館
を
抽
い
た
作
品
展
も
行
わ
れ
て

（
学
園
祭
の
実
行
委
員
会
が
主
催
）
新
聞
に
好
意
的

に
紹
介
さ
れ
た
。
こ
の
試
み
に
よ
っ
て
、
記
念
館
を

市
民
の
た
め
に
常
時
公
開
す
る
こ
と
の
＝
墨
賽
か
、
大

学
側
に
改
め
て
認
識
さ
れ
た
と
い
え
よ
う
。

奈
良
女
子
大
学
は
、
女
子
高
等
教
育
の
歴
史
を
記

す
資
料
、
奈
良
女
子
高
等
師
範
学
校
時
代
の
資
料
、

キ
ャ
ン
パ
ス
敷
地
内
か
ら
出
上
し
た
奈
良
、
平
安
時

代
の
土
器
、
木
簡
等
の
発
掘
資
料
な
ど
多
く
の
貴
重

資
料
を
有
し
て
い
る
。
そ
の
大
部
分
は
末
整
理
の
ま

ま
記
念
館
や
各
学
部
に
散
在
し
て
眠
っ
て
い
た
。
こ

れ
ら
の
資
料
の
保
存
・
活
用
と
い
う
テ
ー
マ
が
記
念

館
の
開
設
と
い
う
具
体
的
な
展
示
場
所
の
設
定
と
う

ま
く
か
み
合
い
、
展
示
公
開
の
た
め
の
作
業
に
拍
車

が
か
か
っ
て
い
る
c

平
成
三
年
度
か
ら
教
育
研
究
学

内
特
別
経
費
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
明
治
・
大
正
期
の
高

活
の
向
上
に
寄
与
す
る
も
の
と
し
て
継
承
さ
れ
る
よ

う
一
層
の
努
力
を
図
っ
て
い
き
た
い
。
そ
の
た
め
に

も
、
文
化
財
と
し
て
の
学
校
施
設
が
有
す
る
価
値
を

見
直
し
、
そ
の
保
存
と
活
用
に
向
け
た
取
り
組
み
が

地
域
か
ら
生
じ
て
く
る
こ
と
を
望
む
の
で
あ
る
。
と

り
わ
け
、
公
立
の
小
学
校
・
中
学
校
が
所
有
す
る
歴

史
的
建
造
物
に
つ
い
て
は
、
ま
ず
、
所
有
者
で
あ
る

市
町
村
が
、
都
道
府
県
及
び
地
元
と
の
連
携
の
下
に

保
存
を
推
進
し
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
よ
う
。

（
文
責
・
栗
紘
久
美
子
）

〈
参
考
文
献
〉

田
「
文
教
施
設
の
イ
ン
テ
リ
ジ
ェ
ン
ト
化
に
つ
い
て

ー
ニ
十
一
世
紀
に
向
け
た
新
た
な
学
習
環
境
の
創
造

ー
」
（
文
教
施
設
の
イ
ン
テ
リ
ジ
ェ
ン
ト
化
に
関
す
る

調
査
研
究
協
力
者
会
議
、
文
部
省
、
一
九
九
0
)

切
『
日
本
の
学
校
建
築
•
発
祥
か
ら
現
代
ま
で
』
（
菅
野

誠
。
佐
藤
譲
共
著
、
文
教
ニ
ュ
ー
ス
社
、
一
九
八
三
）

⑤
『
再
発
見
＂
i
ふ
る
さ
と
資
源
＆
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
』

（
自
治
大
臣
宣
房
地
域
政
策
室
監
修
、
詞
地
域
活
性
化
セ

ン
タ
ー
編
集
、
ぎ
ょ
う
せ
い
、
一
九
九
0

)

田
「
高
度
化
と
個
性
化
ー
ー
，
奈
良
女
子
大
学
の
現
状
と

課
題
・
1
9
9
3
年
_
—
ー
」
（
奈
良
女
子
大
学
自
己
評
価

委
員
会
編
集
、
奈
良
女
子
大
学
、
一
九
九
四
）

⑤
奈
良
女
子
大
学
記
念
館
の
改
修
に
つ
い
て
は
増
田
設

計
室
に
よ
る
奈
良
女
子
大
学
（
北
魚
屋
）
記
念
館
改
修

工
事
の
設
計
図
書
を
参
考
に
し
て
い
る
。

〈
謝
辞
〉

原
稿
執
筆
に
あ
た
っ
て
は
、
文
部
省
文
教
施
設
部
整
備

計
画
室
・
舌
津
一
良
室
長
補
佐
に
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、

こ
の
場
を
借
り
て
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

袋
雲
疇
て
什
民
占

l

し
て
仄
与
花
慌
息
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を
除
い
て
多
く
の
校
舎
が
急
速
に
姿
を
消
し
た
。
滋

賀
県
の
場
合
も
例
外
で
は
な
く
、
県
指
定
文
化
財
の

旧
柳
原
学
校
校
舎
（
明
治
九
年
）
が
安
土
町
に
あ
る

近
江
風
土
記
の
丘
に
移
築
保
存
さ
れ
て
い
る
の
と
、

未
指
定
で
は
あ
る
が
近
年
修
復
さ
れ
た
旧
八
幡
東
小

学
校
校
舎
（
明
治
十
年
）
だ
け
が
明
治
期
の
遺
構
と

し
て
保
存
さ
れ
て
い
る
。
昭
和
五
十
三
年
頃
の
調
査

結
果
を
ま
と
め
た
「
日
本
近
代
建
築
総
覧
」
に
よ
れ

ば
滋
賀
県
の
木
造
小
学
校
建
築
は
前
述
の
二
例
を
除

い
て
六
十
四
件
（
小
学
校
数
）
で
あ
っ
た
が
、
十
年

後
の
昭
和
六
十
三
年
頃
の
調
査
に
よ
る
「
滋
賀
県
近

代
建
築
調
査
報
告
書
」
に
よ
れ
ば
十
一
件
に
減
少
し

て
お
り
、
そ
の
後
間
も
な
く
大
正
期
唯
一
の
遺
構
で

あ
っ
た
八
幡
小
学
校
も
地
元
の
保
存
運
動
が
あ
っ
た

に
も
か
か
わ
ら
ず
取
り
壊
さ
れ
た
。

こ
の
よ
う
な
木
造
校
舎
が
急
速
に
消
え
て
い
く
な

か
に
あ
っ
て
甲
良
東
小
学
校
へ
の
関
心
も
た
か
ま
り
、

昭
和
五
十
七
年
二
月
の
中
日
新
聞
滋
賀
版
に
「
伝
統

美
を
誇
る
ヒ
ノ
キ
の
校
舎
甲
良
東
小
」
の
見
出
し

で
校
舎
の
沿
革
を
紹
介
し
、
そ
の
後
創
立
百
周
年
を

迎
え
た
昭
和
六
十
一
年
に
新
体
育
館
を
建
て
、
か
つ

て
は
村
民
の
誇
り
で
あ
っ
た
講
堂
は
取
り
壊
さ
れ
、

教
室
棟
も
平
成
四
、
五
年
度
中
に
改
築
す
る
計
画
で

三
月
議
会
で
新
年
度
予
算
が
決
定
さ
れ
る
こ
と
を
各

紙
が
報
じ
た
。
そ
の
頃
、
甲
良
町
の
農
村
整
備
検
討

委
員
を
し
て
い
た
日
本
工
大
の
岩
隈
講
師
と
東
京
農

工
大
の
千
賀
助
教
授
が
校
舎
の
保
存
運
動
を
呼
び
か

け
、
学
者
・
文
化
人
ら
約
二
百
人
の
署
名
を
集
め
て

町
長
に
嘆
願
書
を
提
出
し
、
木
造
校
舎
の
良
さ
を
関

係
者
に
訴
え
た
。
し
か
し
町
の
事
業
計
画
は
す
で
に

決
定
さ
れ
て
お
り
、
関
係
町
民
も
す
で
に
同
意
し
て

い
る
こ
と
も
あ
っ
て
、
計
画
を
中
止
さ
せ
る
に
は
い

た
ら
な
か
っ
た
。
そ
の
後
、
町
は
急
逮
二
階
建
の
北

館
を
一
部
分
断
し
て
向
側
の
町
有
地
に
移
築
し
た
が

適
切
な
技
術
的
対
応
が
な
さ
れ
た
か
ど
う
か
は
知
ら

な
い
。わ

が
国
の
学
校
建
築
の
歴
史
は
明
治
初
年
の
揺
筵

期
を
へ
て
文
部
省
に
よ
る
標
準
設
計
が
公
布
さ
れ
た

二
十
八
年
頃
か
ら
次
第
に
細
部
に
わ
た
る
基
準
が
整

備
さ
れ
画
一
化
の
道
を
た
ど
る
の
で
あ
る
が
、
と
は

い
っ
て
も
個
々
の
建
築
に
は
技
術
や
様
式
上
の
個
性

が
あ
り
、
そ
の
中
に
地
域
性
や
時
代
性
を
読
み
と
る

こ
と
が
で
き
る
と
い
え
よ
う
。
つ
ま
り
、
建
築
は
社

会
と
時
代
が
生
み
だ
し
た

文
化
的
産
物
と
し
て
位
置

づ
け
て
評
価
す
べ
き
も
の

で
あ
り
、
と
り
わ
け
地
域

と
密
着
し
た
小
学
校
建
築

の
場
合
、
地
域
の
人
々
の

郷
愁
と
と
も
に
地
域
の
歴

史
と
文
化
の
資
産
と
し
て

後
世
に
伝
え
る
べ
き
価
値

が
あ
る
。

甲
良
東
小
学
校
の
場
合
、

建
築
年
代
が
比
較
的
新
し
か
っ
た
こ
と
と
檜
材
を
用

い
て
耐
久
性
に
優
れ
て
い
た
せ
い
も
あ
っ
て
近
年
ま

で
使
わ
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
が
、
木
造
校
舎
の
評

価
と
保
存
活
用
の
方
法
に
つ
い
て
十
分
検
討
さ
れ
な

い
ま
ま
、
一
面
的
な
老
朽
校
舎
と
し
て
の
評
価
だ
け

で
改
築
計
画
が
進
め
ら
れ
た
こ
と
に
つ
い
て
町
民
の

思
い
も
複
雑
で
あ
っ
た
ろ
う
。

こ
の
よ
う
な
問
題
は
文
化
財
の
側
か
ら
だ
け
で
な

く
学
校
教
育
施
設
に
か
か
わ
る
側
を
含
め
て
総
合
的

に
検
討
す
べ
き
問
題
で
あ
り
、
ま
た
国
・
県
・
市
町

村
の
関
係
機
関
が
協
力
し
、
共
通
の
認
識
の
上
に
立

っ
て
評
価
の
基
準
と
保
存
活
用
の
た
め
の
指
針
を
確

立
す
る
こ
と
か
ら
始
め
な
け
れ
ば
解
決
の
糸
口
が
見

出
せ
な
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

本舘階段室

甲良東小学校の
保存をめぐって
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甲
良
町
は
彦
根
市
の
東

南
方
に
ひ
ら
け
る
田
園
地

帯
に
あ
る
人
ロ
一
万
人
ば

か
り
の
町
で
、
江
戸
幕
府

さ
く
じ
か
た

の
作
事
方
大
棟
梁
で
あ
っ

た
甲
良
宗
広
の
出
生
地
と

し
て
知
ら
れ
る
。
町
制
の

発
足
は
昭
和
三
十
年
の
旧

東
甲
良
村
と
西
甲
良
村
と

の
合
併
に
よ
る
も
の
で
、

旧
村
時
代
に
そ
れ
ぞ
れ
の

村
に
あ
っ
た
二
つ
の
小
学

校
は
甲
良
東
小
学
校
と
甲

良
西
小
学
校
と
改
称
さ
れ

た
。
こ
の
う
ち
甲
良
西
小

学
校
は
平
成
二
年
に
鉄
筋

コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
に
建
て

本館正面玄関

替
え
て
お
り
、
甲
良
東
小
学
校
も
昭
和
六
十
二
年
に

講
堂
を
建
て
替
え
、
平
成
四
年
度
か
ら
校
舎
を
建
て

替
え
る
計
画
が
進
め
ら
れ
て
話
題
に
な
っ
た
。

当
小
学
校
は
明
治
十
九
年
の
創
立
で
あ
る
が
、
当

初
建
築
さ
れ
た
校
舎
は
粗
末
な
も
の
で
あ
っ
た
ら
し

く
村
民
の
強
い
希
望
に
よ
り
大
正
十
三
年
に
全
面
的

に
改
築
す
る
こ
と
が
決
定
さ
れ
、
総
檜
造
り
で
新
校

舎
を
建
築
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
村
民
は
資
金
の
負

担
だ
け
で
な
く
、
資
材
運
搬
等
の
作
業
に
も
積
極
的

に
従
事
し
、
ま
た
当
地
出
身
で
商
社
を
経
営
し
て
い

た
野
瀬
七
郎
平
氏
が
講
堂
を
寄
附
す
る
な
ど
、
物
心

両
面
の
協
力
に
よ
り
昭
和
八
年
に
よ
う
や
く
竣
工
し

た
。
当
時
の
新
聞
は
「
県
下
随
一
モ
ダ
ン
校
舎
竣
工
」

と
報
じ
た
と
い
う
。

敷
地
は
東
西
に
長
く
、
北
が
道
路
に
面
し
、
東
に

運
動
場
、
西
に
三
列
の
校
舎
を
配
置
し
、
三
本
の
渡

廊
下
で
つ
な
ぎ
、
運
動
場
に
面
す
る
東
の
廊
下
に
沿

っ
て
講
堂
を
配
置
し
て
い
た
。
校
舎

の
う
ち
正
面
の
北
館
だ
け
が
二
階
建

で
、
中
央
の
玄
関
部
分
を
張
り
出
し
、

い

り

も

や

は

ふ

げ

ぎ

ょ

前
面
の
入
母
屋
破
風
に
は
縣
魚
の
か

わ
り
に
洋
風
の
ペ
ン
ダ
ン
ト
を
つ
け
、

ポ
ー
チ
に
は
簡
略
な
形
で
は
あ
る
が

四
隅
に
オ
ー
ダ
ー
を
つ
け
る
な
ど
、

洋
風
の
構
え
で
正
面
を
飾
っ
て
い
る
。

平
面
は
片
廊
下
式
で
玄
関
ホ
ー
ル
の

両
側
に
応
接
室
と
児
童
文
庫
を
配
置

滋賀県立

短期大学教授

室谷誠一

に
i

~
4
ぃ
馬
と
し
ア
ヽ
斤
与
え
炊
と
屈
皇
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し
、
そ
れ
ら
に
続
い
て
左
右
に
二
教
室
ず
つ
を
列
べ
、

西
端
を
平
屋
の
図
画
教
室
と
し
て
い
る
。
二
階
に
は

．
畳
敷
で
格
天
井
の
裁
縫
室
や
座
敷
構
え
の
作
法
室
と

三
つ
の
教
室
を
配
置
し
、
廊
下
の
両
端
に
階
段
室
を

張
り
出
し
て
設
け
て
い
る
。
階
段
手
摺
の
親
柱
は
洋

風
に
デ
ザ
イ
ン
さ
れ
、
控
え
目
で
は
あ
る
が
洋
風
の

雰
囲
気
を
醸
し
出
し
て
い
る
。
職
員
室
は
正
面
の
北

館
で
は
な
く
中
館
の
西
端
に
配
置
さ
れ
て
い
る
家
事

室
（
炊
事
場
）
、
試
食
室
な
ど
に
隣
接
し
て
配
置
し
、

職
員
入
口
も
そ
の
近
く
に
設
け
て
い
る
。
ま
た
、
南

館
の
西
部
に
は
農
事
教
室
、
手
エ
教
室
、
理
科
室
な

ど
を
配
置
し
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
特
別
教
室
を
各
棟

の
西
部
に
ま
と
め
て
配
置
し
、
そ
の
ほ
ぼ
中
央
に
あ

た
る
中
館
の
西
部
に
職
員
室
を
配
置
す
る
と
い
っ
た

平
面
に
特
徴
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
合
理
的
平
面
計

画
の
ほ
か
採
光
、
通
風
な
ど
の
環
境
面
に
も
配
慮
し
、

意
匠
上
の
工
夫
も
な
さ
れ
、
し
か
も
高
価
な
檜
材
を

使
用
し
た
こ
と
に
、
こ
の
建
築
に
か
け
た
村
民
の
熱

意
の
程
を
し
の
ぶ
こ
と
が
で
き
る
。

と
こ
ろ
で
木
造
校
舎
の
建
て
替
え
は
昭
和
三
十
年

代
の
中
頃
か
ら
全
国
的
に
進
め
ら
れ
、
指
定
文
化
財

12 

ぷ

i

,

咬

f

寄

炭

，



築
年
代
は
明
治
三
十
五
年
に
求
め
ら
れ
る
。

一
九
六
三
年
（
昭
和
三
十
八
）
に
体
育
館
が
建
設
さ

れ
る
ま
で
は
講
堂
と
し
て
使
用
さ
れ
、
そ
の
後
は
武

道
場
と
し
て
使
用
さ
れ
た
。
一
九
六
九
年
（
昭
和
四

十
四
）
の
校
舎
全
面
改
築
に
伴
い
、
学
校
敷
地
の
中

央
西
方
の
グ
ラ
ン
ド
に
面
し
た
部
分
に
移
築
さ
れ
た
。

一
九

0
二
年
（
明
治
三
十
五
）
八
月
二
十
日
に
落

成
し
た
「
思
永
館
」
は
、
学
校
建
築
の
な
か
で
は
旧

制
中
学
校
時
代
の
面
影
を
伝
え
る
県
内
最
古
の
貴
重

な
木
造
洋
風
建
築
で
あ
り
、
一
九
八
九
年
（
平
成
元
）

に
県
指
定
し
保
存
す
る
こ
と
と
し
た
。
県
指
定
後
の

平
成
三
、
四
年
度
に
解
体
・
復
原
工
事
の
際
に
正
門

西
側
に
移
築
さ
れ
た
。

移
築
復
原
さ
れ
た
「
思
永
館
」
の
規
模
及
び
構
造

等
を
列
挙
す
れ
ば
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

一
、
主
屋
は
桁
行
ニ
ニ
・
七
二
五

m
、
梁
間
一
四
・

五
四
四

m
、
軒
高
五
・
八
八
四

m
、
建
築
面
積
三

三
0
•
五
―
二
，m
、
車
寄
は
同
じ
く
四
・
八
四
八

m
、
五
•
四
五
四
m
、
六
•
五
m
、
二
六
•
四
一

一
面
で
あ
る
。

二
、
基
礎
は
土
台
石
の
上
に
レ
ン
ガ
を
五
段
積
み
し
、

地
覆
石
と
し
て
花
岡
岩
が
使
用
さ
れ
て
い
る
。

三
、
軸
部
は
、
土
台
・
地
覆
石
を
ボ
ル
ト
締
め
し
、

土
台
上
に
は
一
間
ご
と
に
柱
を
柄
建
し
て
い
る
。

内
部
は
軸
部
各
柱
に
柱
型
を
つ
け
、
下
部
は
ペ
テ

ィ
ス
タ
ル
を
設
け
、
上
部
は
イ
オ
ニ
ア
式
の
柱
頭

飾
付
で
あ
る
。
外
部
は
隅
部
の
柱
だ
け
に
柱
型
を

南
面
車
寄
部

l8栂岡県立豊沖中学校
講堂「思永館」

つ
け
、
上
部
は
柱
頭
付
で
あ
る
。

四
、
小
屋
組
は
、
合
掌
の
下
梁
す
べ
て
が
中
央
に
お

つ
ぎ
て

い
て
継
手
で
あ
り
、
陸
梁
上
に
ク
ウ
ィ
ー
ン
ポ
ス

ト
で
架
け
、
主
屋
は
上
合
掌
に
架
け
て
下
方
主
屋

転
止
を
合
掌
に
釘
止
め
す
る
。

五
、
屋
根
は
、
寄
棟
桟
瓦
葺
で
あ
っ
た
の
を
粘
土
瓦

葺
に
復
し
て
い
る
。

六
、
車
寄
は
、
西
面
に
あ
っ
た
も
の
を
南
面
の
妻
部

に
移
設
し
て
旧
状
に
復
し
て
い
る
。

七
、
西
面
の
南
側
出
入
口
の
庇
を
、
腕
木
付
の
庇
に
、

階
段
を
石
積
み
に
復
し
て
い
る
。

も
っ
か
い

八
、
演
壇
は
、
全
面
を
後
退
さ
せ
て
二
段
の
木
階
を

復
旧
し
、
階
段
付
と
す
る
。

九
、
演
壇
背
面
及
び
窓
廻
り
に
カ
ー
テ
ン
を
、
天
井

中
央
に
は
シ
ャ
ン
デ
リ
ア
を
復
旧
整
備
す
る
。
そ

れ
に
際
し
て
、
当
初
の
シ
ャ
ン
デ
リ
ア
フ
ッ
ク
及

び
ロ
ー
ル
カ
ー
テ
ン
軸
は
学
校
で
保
管
す
る
。

福
岡
県
の
近
代
建
築
は
国
指
定
五
件
（
八
棟
）
、
県

指
定
一
件
（
「
思
氷
館
」
一
棟
）
が
あ
り
、
未
指
定
物

件
に
つ
い
て
は
、
さ
き
に
実
施
し
た
近
~
化
遺
産
の

調
査
等
に
よ
り
産
業
関
連
施
設
を
中
心
に
百
棟
を
大

き
く
超
え
る
も
の
を
把
握
し
て
い
る
。
そ
の
中
で
、

政
治
・
経
・
文
化
・
産
業
界
の
発
展
に
資
す
る
人
材

育
成
及
び
研
究
の
た
め
の
教
育
施
設
も
二
十
棟
を
数

え
る
。こ

こ
に
紹
介
す
る
「
旧
福
岡
県
立
豊
津
中
学
校
講

み

や

こ

と

よ

っ

堂
思
氷
館
」
は
、
福
岡
県
東
部
の
京
都
郡
豊
津
町
九

七
三
番
地
に
所
在
す
る
福
岡
県
立
豊
津
高
等
学
校
の

一
施
設
で
あ
る
。
思
氷
館
が
あ
る
豊
津
町
は
、
奈
良

時
代
に
は
豊
前
国
分
寺
が
設
置
さ
れ
、
そ
の
北
域

は
豊
前
国
府
跡
と
推
定
さ
れ
て
お
り
、
古
代
の
政

治
・
文
化
の
中
心
地
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
、
豊
前
国

は
幾
多
の
変
遷
を
経
て
、
一
六
三
二
年
（
寛
永
九
）

に
小
笠
原
氏
の
領
有
す
る
小
倉
藩
と
な
り
、
一
八
七

0
年
（
明
治
三
）
に
は
豊
津
藩
と
改
名
し
て
藩
庁
を

錦
原
に
開
き
、
錦
原
を
豊
津
と
改
称
し
た
。

同
校
の
歴
史
は
、
一
八
七

0
年
に
豊
津
藩
が
開
い

た
藩
校
「
育
徳
館
」
に
始
ま
る
が
、
そ
の
源
流
は
一

七
五
八
年
（
宝
暦
八
）
に
小
倉
藩
主
小
笠
原
忠
総
が

小
倉
城
三
の
丸
に
開
設
し
た
藩
校
「
思
永
斎
」
に
さ

か
の
ぽ
る
。
藩
校
開
設
の
背
景
に
は
、
徳
川
幕
府
の

武
断
政
治
か
ら
文
治
政
治
へ
の
転
換
に
触
発
さ
れ
た

各
藩
の
文
教
政
策
に
対
す
る
影
響
が
あ
り
、
さ
ら
に
、

享
保
の
改
革
に
よ
る
学
問
尊
重
の
風
に
よ
る
藩
士
教

育
の
た
め
の
藩
校
開
設
の
契
機
を
あ
げ
る
こ
と
が
で

き
る
。
「
思
永
」
は
中
国
の
『
書
経
』
か
ら
と
ら
れ
た

が
、
思
永
館
と
い
う
呼
称
名
は
一
七
八
九
年
（
天
明

九
）
、
思
永
斎
に
武
道
所
を
併
設
し
て
「
思
永
館
」
と

称
し
た
こ
と
に
よ
る
。
思
永
館
は
幕
末
に
及
ん
で
の

小
倉
城
の
落
城
以
降
、
「
香
春
思
永
館
」
を
経
て
豊
津

藩
「
育
徳
館
」
と
し
て
新
た
に
開
設
さ
れ
た
。

こ
の
よ
う
に
、
思
永
館
は
小
倉
小
笠
原
藩
の
学

問
・
武
道
所
と
し
て
命
名
さ
れ
た
。
一
八
八
一
年
（
明

治
十
四
）
の
廃
藩
置
県
後
に
形
を
変
え
、
一
八
八
九

年
（
明
治
二
十
二
）
の
教
育
令
に
よ
り
福
岡
県
立
豊
津

中
学
校
と
改
称
さ
れ
た
。
一
八
八
七
年
（
明
治
二
十
）

に
中
学
令
改
正
に
よ
り
廃
校
と
な
り
、
直
後
に
豊
津

尋
常
中
学
校
と
し
て
再
建
さ
れ
、
一
八
九
三
年
（
明
治

二
十
六
）
に
育
徳
館
創
建
時
の
建
物
を
取
り
壊
し
、
そ

の
後
、
建
設
さ
れ
た
講
堂
が
「
思
永
館
」
で
あ
る
。

講
堂
「
思
氷
館
」
の
建
築
年
代
を
示
す
棟
札
は
な

い
が
、
同
校
の
財
産
台
帳
に
「
明
治
三
十
五
年
（
一

九

0
二
）
八
月
二
十
日
建
築
落
成
」
と
記
載
さ
れ
、

ま
た
、
車
寄
前
で
の
明
治
三
十
六
年
二
月
十
一
日
付

け
第
十
六
回
卒
業
記
念
写
真
等
が
残
っ
て
お
り
、
建

+
、
ペ
ン
キ
は
薄
緑
色
で
、
油
性
調
合
仕
上
で
あ
る
。

復
原
前
の
「
思
永
館
」
は
、
講
堂
・
武
道
場
と
し

て
使
用
さ
れ
て
い
た
た
め
、
卒
業
生
や
生
徒
た
ち
の

愛
着
は
深
い
も
の
が
あ
る
。
修
理
後
は
同
窓
会
関
係

や
学
年
別
集
会
等
に
利
用
さ
れ
て
い
る
が
、
教
育
財

産
と
し
て
の
管
理
責
任
上
、
通
常
の
一
般
公
開
と
異

な
り
一
定
の
制
約
が
生
じ
る
の
は
や
む
を
得
な
い
。

ま
た
、
同
校
は
豊
前
地
区
の
文
教
の
中
心
と
し
て

多
く
の
俊
英
を
送
り
出
し
て
い
る
。
社
会
主
義
思
想

の
先
駆
者
堺
俊
彦
、
夏
目
漱
石
『
三
四
郎
』
の
モ
デ

ル
と
さ
れ
る
元
学
習
院
短
大
学
長
小
宮
豊
隆
、
プ
ロ

レ
タ
リ
ア
作
家
葉
山
嘉
樹
等
が
お
り
、
町
内
に
堺
の

顕
彰
碑
、
小
宮
・
葉
山
の
文
学
碑
が
あ
る
。

豊
津
町
で
は
、
「
と
よ
つ
歴
史
回
廊
の
里
づ
く
り
」

構
想
が
あ
り
、
埋
蔵
文
化
財
・
建
造
物
・
町
並
み
等

⑦
史
跡
空
間
と
自
然
空
間
を
整
備
・
活
用
す
る
こ
と

に
よ
り
、
住
民
の
歴
史
学
習
・
余
暇
活
用
に
供
用
で

き
る
生
活
環
境
の
整
備
、
観
光
開
発
を
図
ろ
う
と
し

て
い
る
。
「
思
氷
館
」
は
、
前
記
構
想
の
史
跡
空
間
の

中
で
、
武
家
屋
敷
・
天
保
の
町
屋
敷
・
オ
ラ
ン
ダ
館

と
と
も
に
、
”
江
戸
・
明
治
ゾ
ー
ン
“
と
位
置
付
け
ら

れ
、
整
備
イ
メ
ー
ジ
の
検
討
対
象
に
含
ま
れ
て
お
り
、

今
後
の
事
業
展
開
が
注
目
さ
れ
る
。

〈
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農学部キャンパスを上空力ら

表
す
る
欧
風
建
築
で
あ
る
。
建
築
当
初
は
一
階
は
、

校
長
室
、
事
務
長
室
等
と
し
て
使
用
さ
れ
、
二
階
に

は
大
請
堂
が
あ
り
、
各
種
行
事
等
に
利
用
さ
れ
た
。

二
、
旧
本
館
を
農
業
教
育
資
料
館
と
し
て
公
開

昭
和
二
十
四
年
、
新
制
岩
手
大
学
発
足
後
、
旧
本

館
は
昭
和
四
十
九
年
ま
で
大
学
事
務
局
と
し
て
使
用

さ
れ
て
い
た
が
、
老
朽
化
が
進
み
、
昭
和
五
十
二
年

に
大
改
修
を
行
い
、
翌
年
一
月
か
ら
、
農
学
部
附
属

農
業
教
育
資
料
館
と
し
て
利
用
し
て
い
る
。
資
料
館

と
な
っ
て
か
ら
も
、
特
に
、
二
階
の
大
講
堂
は
、
つ

い
最
近
ま
で
、
主
に
農
学
部
の
卒
業
・
修
了
の
祝
賀

会
等
の
学
内
行
事
や
学
会
等
で
使
用
す
る
な
ど
広
く

農
学
教
育
の
場
と
し
て
利
用
さ
れ
て
き
た
。
最
近
は
、

宮
澤
賢
治
ブ
ー
ム
も
あ
り
地
域
住
民
は
も
と
よ
り
、

全
国
各
地
か
ら
年
間
約
二
千
名
近
い
人
々
が
資
料
館

門番所

岩手大学農学部18本
保存活用への取斜

明治41年以来時を刻む
大時計（ロビー）

18正門

一
、
我
が
国
最
初
の
高
等
農
林
学
校

今
か
ら
九
十
二
年
前
の
明
治
三
十
五

年
三
月
、
本
学
農
学
部
の
前
身
で
あ
る

盛
岡
高
等
農
林
学
校
が
全
国
最
初
の
高

等
農
林
学
校
と
し
て
盛
岡
市
上
田
小
路

に
設
立
さ
れ
、
以
来
、
幾
多
の
変
遷
を

経
て
今
日
に
至
っ
た
。

盛
岡
高
等
農
林
学
校
は
、
創
設
の
翌

年
、
明
治
―
二
十
六
年
五
月
一
日
、
八
十

四
名
を
迎
え
第
一
回
入
学
式
を
挙
行
し

た
が
、
玉
利
喜
造
初
代
校
長
は
、
「
本
校

の
精
神
は
徳
義
の
修
養
を
基
礎
と
し
て

を
訪
れ
て
い
る
。
大
学
で

も
展
示
室
、
資
料
室
等
を

整
備
し
、
盛
岡
高
等
農
林

学
校
以
釆
の
農
学
教
育
、

研
究
業
績
に
関
す
る
資
料

の
整
備
も
進
め
て
い
る
。

三
、
旧
本
館
を
重
要
文
化
財
に
指
定

平
成
六
年
五
月
二
十
日
に
開
催
さ
れ
た
文
化
財
保

護
審
議
会
に
お
い
て
、
本
学
農
学
部
（
旧
盛
岡
高
等

農
林
学
校
）
旧
本
館
、
門
番
所
を
国
の
璽
要
文
化
財

（
建
造
物
）
に
す
る
よ
う
文
部
大
臣
に
答
申
さ
れ
、

去
る
、
七
月
十
二
日
付
け
で
指
定
さ
れ
た
。

「
旧
本
館
は
、
明
治
期
に
設
置
さ
れ
た
国
立
の
専
門

学
校
の
中
心
施
設
の
う
ち
現
存
す
る
数
少
な
い
遣
構

の
ひ
と
つ
で
あ
り
、
改
造
が
少
な
く
保
存
状
況
も
良

好
で

r

我
が
国
の
学
校
建
築
の
歴
史
を
知
る
上
で
貴

重
な
建
物
で
あ
る
。
門
番
所
も
同
時
期
の
学
校
施
設

と
し
て
価
値
が
認
め
ら
れ
る
」
と
い
う
の
が
指
定
の

理
由
で
あ
る
。

旧
本
館
の
重
文
指
定
の
ニ
ュ
ー
ス
は
、
テ
レ
ビ
、

新
聞
な
ど
で
大
き
く
取
り
上
げ
ら
れ
、
地
元
県
民
の

関
心
を
著
し
く
高
め
た
。

農
業
教
育
資
料
館
は
、
目
下
、
永
年
保
存
に
向
け

改
修
の
最
中
で
あ
り
、
一
般
公
開
を
一
時
中
断
し
て

い
る
。
本
年
十
一
月
ご
ろ
に
は
構
造
体
の
改
修
と
周

辺
の
環
境
整
備
を
終
え
、
そ
の
後
、
内
部
の
補
修
、

模
様
替
え
を
行
い
、
年
明
け
に
は
重
要
文
化
財
に
ふ

学
業
を
奨
励
す
る
と
こ
ろ
に
あ
る
」
と
告
示
し
た
。

こ
の
質
実
剛
健
、
誠
実
を
旨
と
す
る
建
学
の
理
念

に
共
嗚
し
、
当
時
、
盛
岡
高
等
農
林
学
校
に
は
北
は

北
海
道
か
ら
南
は
沖
縄
ま
で
、
更
に
、
中
国
、
韓
国

等
か
ら
も
多
く
の
英
オ
が
盛
岡
の
地
に
集
い
、
優
れ

た
師
に
巡
り
合
い
、
生
涯
の
友
を
得
て
学
業
を
積
み

社
会
に
巣
立
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。

優
れ
た
教
師
陣
の
中
で
も
オ
リ
ザ
ニ
ン
（
ビ
タ
ミ

ン
B

)

を
発
見
し
た
鈴
木
梅
太
郎
氏
、
宮
澤
賢
治
の

恩
師
で
あ
り

r

土
壌
学
を
担
当
し
た
関
豊
太
郎
氏
は

著
名
で
あ
る
。
宮
澤
賢
治
は
、
大
正
四
年
か
ら
五
年

間
、
晨
学
科
（
後
の
農
芸
化
学
科
）
本
科
生
、
研
究

生
と
し
て
在
籍
し
て
い
る
。

宮
澤
賢
治
と
い
え
ば
詩
人
、
児
童
文
学
者
と
い
う

イ
メ
ー
ジ
が
あ
る
が
、
卒
業
論
文
「
腐
植
質
中
ノ
無

機
成
分
ノ
植
物
二
対
ス
ル
価
値
」
に
象
徴
さ
れ
る
よ

う
に
地
質
、
土
壌
学
に
深
い
関
心
を
寄
せ
て
い
た
と

言
わ
れ
て
い
る
。

盛
岡
高
等
農
林
学
校
の
本
館
は
、
明
治
四
十
五
年

五
月
に
着
工
、
大
正
元
年
十
二
月
二
十
二
日
完
成
し

た
。
本
館
は
、
．
青
森
ヒ
バ
を
用
い
た
明
治
後
期
を
代

i
般
に
広
く
公
開
す
る
こ

さ
わ
し
い
装
い
に
改
め
、

と
に
し
て
い
る
。

四
、
保
護
と
活
用
を
共
存
さ
せ
積
極
的
に
利
用

岩
手
大
学
と
し
て
は
、
こ
の
農
業
教
育
資
料
館
を

学
生
教
育
の
場
と
し
て
復
活
さ
せ
る
こ
と
に
つ
い
て

検
討
を
進
め
る
と
と
も
に
農
学
部
創
立
百
周
年
（
平

成
十
四
年
）
と
宮
澤
賢
治
生
誕
百
周
年
（
平
成
八
年
）

に
向
け
、
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
た
農
業
教
育
資

料
館
を
会
場
と
し
た
一
般
市
民
対
象
の
公
開
講
座
の

開
設
、
宮
澤
賢
治
コ
ー
ナ
ー
の
整
備
充
実
、
農
学
教

育
の
新
た
な
活
力
と
な
る
各
種
の
行
事
を
検
討
す
る

予
定
で
あ
る
。

更
に
、
国
立
学
校
施
設
と
し
て
数
少
な
い
重
要
文

化
財
の
保
護
と
積
極
的
活
用
を
共
存
さ
せ
る
こ
と
が

最
終
的
に
は
真
の
保
護
に
結
び
つ
く
、
と
の
認
識
に

基
づ
き
、
従
来
通
り
広
く
市
民
に
公
開
す
る
こ
と
と

し
、
大
学
と
市
民
と
の
交
流
の
拠
点
と
位
置
づ
け
、

地
域
社
会
に
密
着
し
た
岩
手
大
学
に
発
展
す
べ
き
契

機
と
な
る
よ
う
、
今
回
の
重
要
文
化
財
指
定
を
生
か

し
て
、
大
学
内
外
に

P
R
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

岩手大学庶務課長

猿橋春夫

燐
雲
噴
ジ
什
言
と
し
て
¢
竺
「
お
慌
翫
a

~
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こ
れ
ま
で
全
国
各
地
の
文
化
財
を
い
ろ
い
ろ
見
て
き
ま
し
た
が
、
文
化

財
的
な
価
値
の
あ
る
学
校
建
築
に
は
感
動
さ
せ
ら
れ
る
こ
と
が
多
々
あ
り

ま
す
。
江
戸
時
代
の
藩
校
跡
も
い
い
で
す
が
、
や
は
り
明
治
時
代
の
洋
風

建
築
や
和
洋
折
衷
建
築
は
、
そ
の
地
域
の
棟
梁
の
新
し
い
も
の
に
挑
戦
す

る
心
意
気
と
腕
目
慢
を
か
い
ま
見
る
こ
と
が
で
き
て
、
飽
き
る
こ
と
が
あ

り
ま
せ
ん
。
こ
れ
ら
の
学
校
建
築
は
、
郷
土
資
料
館
と
し
て
保
存
。
活
用

が
図
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
多
い
の
で
す
が
、
教
育
資
料
館
と
し
て
活
用
さ

れ
て
い
る
例
に
出
会
う
と
、
古
の
教
育
現
場
に
思
い
を
馳
せ
て
、
感
無
鵞

の
思
い
に
と
ら
わ
れ
ま
す
。

し
か
し
、
言
う
ま
で
も
な
く
、
学
校
建
築
は
学
校
教
育
活
動
に
使
用
さ

れ
る
こ
と
を
目
的
に
建
築
さ
れ
た
施
設
で
あ
っ
て
、
今
も
な
お
現
役
と
し

て
多
く
く
の
児
童
生
徒
を
見
守
り
続
け
て
い
る
か
学
校
施
設
“
の
前
で
は
、
ど

ん
な
に
立
派
な
学
校
建
築
物
で
あ
っ
て
も
、
た
だ
の
”
文
化
財
“
で
し
か
あ

り
ま
せ
ん
c

そ
う
い
う
意
味
で
は
、
本
当
に
心
に
残
る
学
校
建
築
と
い
う

も
の
は
、
文
化
財
と
し
て
の
価
値
を
超
越
し
た
も
の
で
、
案
外
私
た
ち
の

身
の
周
り
に
た
く
さ
ん
存
在
し
て
い
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
（
栗
）

集

後
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